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数   学   問   題   

 

[1] Ａ＝5𝑥3 − 4𝑥2 + 3𝑥、Ｂ＝𝑥2 − 7𝑥 + 2、Ｃ＝𝑥3 − 4𝑥 + 3のとき、 

Ａ＋Ｂ－Ｃを計算すると  １  である。 

 

①  4𝑥3 − 3𝑥2 − 8𝑥 + 5            ②  4𝑥3 − 3𝑥2 − 𝑥 − 1  

③  4𝑥3 − 3𝑥2 − 1                                   ④ 4𝑥3 − 3𝑥2 + 5 

 

[2] (𝑥2 + 5𝑥 + 4)(𝑥2 + 5𝑥 + 6)－3 を因数分解すると  ２  である。 

   

①  (𝑥2 + 5𝑥 − 7)(𝑥2 + 5𝑥 − 3)     ②  (𝑥2 + 5𝑥 − 7)(𝑥2 + 5𝑥 + 3)  

 ③  (𝑥2 + 5𝑥 + 7)(𝑥2 + 5𝑥 − 3)     ④  (𝑥2 + 5𝑥 + 7)(𝑥2 + 5𝑥 + 3)   

 

[3] (1－√2 + √5)(1＋√2 − √5)を計算すると  ３  である。 

 

① －6－2√10         ② －6＋2√10   ③ 6－2√10      ④  8－2√10 

 

[4] 不等式 2𝑥 − 4(𝑥 − 1) > −2 を解くと  ４  である。                                                                              

 

① 𝑥 < −3     ② −3 < 𝑥      ③  𝑥 < 3              ④ 3 < 𝑥   

 

[5] Ａ、Ｂは実数の部分集合で、Ａ＝{𝑥| − 5 < 𝑥 < 1} 、Ｂ＝{𝑥|𝑥 < −3  , 2 < 𝑥}  

とする。Ａ∪ Ｂ
̅̅ ̅
＝   ５   である。Ｂ

̅̅ ̅
はＢの補集合である。 

① {𝑥| − 3 ≦ 𝑥 < 1}                             ② {𝑥| − 3 ≦ 𝑥 ≦ 2}  

③ {𝑥| − 5 < 𝑥 < 2}                            ④ {𝑥| − 5 < 𝑥 ≦ 2}    

 

[6] 𝑥2 = 𝑦2 は、𝑥 = 𝑦であるための    ６  。ただし𝑥, 𝑦は実数である。  

 

① 必要条件であるが、十分条件ではない                

②  十分条件であるが、必要条件ではない 

③ 必要十分条件である 

④ 必要条件でも十分条件でもない                                                   
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[7] 放物線 𝑦 = −𝑥2 + 4𝑥 − 1の頂点の座標は   ７  である。 

 

  ① （－2,－3）   ② （－2,3）  ③ （2,－3）   ④ （2,3）       

 

[8] ２次関数 𝑦 = −(𝑥 − 2)2 + 2 を𝑥軸方向に 1、y 軸方向に − 3 だけ平行移動した 

グラフの方程式は   ８  である。 

 

① 𝑦 = −(𝑥 − 3)2 − 1                        ② 𝑦 = −(𝑥 − 3)2 + 1          

③   𝑦 = −(𝑥 − 1)2 − 1                        ④  𝑦 = −(𝑥 + 1)2 − 1 

[9] 𝑥 = 1 で最小値 − 2 をとり、グラフは点(3，2)を通る 2 次関数は  

   ９  である。 

 

①  𝑦 = −(𝑥 − 1)2 − 2                       ② 𝑦 = (𝑥 − 1)2 − 2 

③ 𝑦 = (𝑥 − 1)2 + 2                        ④  𝑦 = (𝑥 + 1)2 − 2  

 

[10] 2 次不等式 𝑥2 − 2𝑚𝑥 + 𝑚 + 6 > 0の解が、すべての実数であるとき、 

定数 𝑚の値の範囲は   １０  である。 

 

① 𝑚 < −3 , 2 < 𝑚                  ② 𝑚 < −2 , 3 = 𝑚  

③ −3 < 𝑚 < 2                             ④ −2 < 𝑚 < 3    

 

[11] 𝑥についての 2 次方程式 𝑥2 − 2𝑎𝑥 − 3𝑎 + 4＝0が異符号の解をもつとき、𝑎 の値

の範囲は  １１  である。 

① 𝑎 < −4 , 1 < 𝑎                       ② 1 < 𝑎 <
4

3
   

③ 𝑎 <
4

3
                              ④ 

4

3
< 𝑎   

 

[12] 1 ≦ 𝑎 のとき、2 次関数 𝑦 = −𝑥2 + 2𝑎𝑥 + 3 (−2 ≦ 𝑥 ≦ 1) の最大値は 

    １２  である。 

 

①  −4𝑎 − 1    ② 2𝑎 + 2     ③ 3       ④ 𝑎2 + 3    
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[13] cos 120°＋ sin 150°を計算すると   １３  である。 

① －1         ② 0        ③ 1        ④ √3 

 

[14] 0°≦θ≦180°のとき、√3 tan 𝜃 ＋1＝0を満たす θ＝   １４  である。 

 

①  30°       ② 120°     ③ 135°     ④ 150° 

 

[15] △ＡＢＣにおいて、ＡＣ＝3√2、∠ＢＡＣ＝30°、∠ＡＢＣ＝45°の 

とき、ＢＣ＝  １５  である。 

 

①  
3

2
           ② √3         ③ 3                 ④ 12 

 

[16]  △ＡＢＣにおいて、sinＡ：sinＢ：sinＣ＝7：5：8 が成り立つとき、 

∠ＢＡＣ＝  １６  である。 

 

①  30°           ② 45°                    ③ 60°                 ④ 75° 

 

[17] △ＡＢＣにおいて、等式 2sinＣ cosＢ＝ sinＡ − sinＢ＋ sinＣが成り立つ 

とき、△ＡＢＣの形状は   １７  である。 

 

① ∠Ａ＝90°の直角三角形           ② ＢＣ＝ＣＡなる二等辺三角形  

② ＡＢ＝ＢＣなる二等辺三角形    ④  ＡＢ＝ＡＣなる二等辺三角形 

 

[18] 四角形ＡＢＣＤの 2 本の対角線の長さが、ＡＣ＝6、ＢＤ＝8 で、対角線の交点

を 0 とし、∠Ａ０Ｂ＝60°のとき、四角形ＡＢＣＤの面積は 

   １８  である。 

①  12    ② 12√3         ③ 24   ④ 24√3 

 

[19] 4 個の数値からなるデータ 102，121，135，Ｘの平均値が 118 

であるという。Ｘ＝  １９  である。    

 

① 113       ② 114       ③ 115     ④ 116 
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[20] 100 以上 999 以下の整数のうち、5 または 7 で割り切れる数の個数は 

     ２０  個である。 

 

①  26      ② 180      ③ 282   ④ 292 

 

[21] 男子 4 人、女子 3 人を 1 列に並べるとき、女子が隣り合わない並べ方は 

  ２１  通りである。 

 

①  120      ②  144     ③ 576   ④ 1440 

 

[22] 3 枚の硬貨を同時に投げるとき、表が 2 枚、裏が 1 枚出る確率は 

   ２２  である。 

①  
1

8
       ② 

1

4
        ③ 

3

8
       ④ 

1

2
 

 

[23] 1 から 9 の番号をそれぞれ 1 つずつ書いた 9 枚のカードがある。この中から同時

に 3 枚のカードを引くとき、番号の最大の数が 6 以下である確率は 

   ２３  である。 

 

①  
5

84
       ②  

5

42
              ③ 

5

21
       ④ 

1

3
 

 

[24] 袋の中に白玉5個と黒玉6個が入っている。この袋の中から4個の玉を取り出すと

き、4 個とも同色である確率は   ２４  である。 

 

①  
1

22
                ② 

2

33
             ③ 

4

33
     ④ 

8

33
 

 

[25] 2 つの袋Ａ、Ｂがある。Ａには赤玉 3 個、白玉 2 個が、Ｂには赤玉 2 個、白玉 3

個がはいっている。Ａから玉を 2 個取り出してＢに入れ、次にＢから玉を 2 個取

り出す。このとき、Ｂから取り出した玉 2 個がともに赤玉である確率は 

   ２５  である。 

 

   ① 
1

210
             ② 

3

35
              ③ 

11

105
   ④ 

37

210
 

                                                   


